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Hippo pathwayはショウジョウバエと哺乳動物において器官サイズをコントロールする新しいシグナル経路であるが、この経路の機能障害は癌などの多くのヒトの疾患に深く関係している。この経路の中核は、癌抑制遺伝子産物であるHippo （哺乳動物ではMst1/2）とWarts（哺乳動物ではLats1/2）の２種類のキナーゼによるリン酸化カスケードで、これが癌遺伝子産物である転写因子Yki （哺乳動物ではYap/Taz）をリン酸化して抑制することで細胞増殖停止とアポトーシスを制御している。Pan博士は、Hippo pathwayの発見に貢献された第一人者であり、現在この分野のトップランナーとして活躍されている。本セミナーではこれらについて最近の知見を紹介していただく。
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